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として人間形成の仕上げをする た め本学に入学され， また
大学院研究 科および専攻科入学の諸君は大学教育を一応終
了した が． 更に進んで専門とする 学問に専心し， 立派な研
究指導者た らんとする 諸君であります。 すべての諸君にと
って 大学は高校時代と異なリ， 知識を拡げる だけでなく各
自がそれぞれ 授業を選択し希望する 専門分野の研究をして
l 将来いかにして得た 知識を活用する かその方法まで体得す
る 場 であります。 覚悟をあらた にして勉学していた だきた
いものです。
本学は戦後の学制改革で旧制富山高校， 富山薬専， 高岡
工専， 富山師範， 富山青年師範などを母体として， 昭和24
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昭和47年度入学式学長告辞
本日ここにご父兄および教官多数のiill出席のもとに， 昭
和47年度富山大学入学式を挙行することは本学の慶びとす
る ところであります。
昭和47年度の入学者は文理学部， 教育＂f:fff,， 経済学部、
薬学部， 工学部の介計963名， 文理学部ー教育学部， 経済学
部の専攻科合計13名， 大学院薬学 研究科， 工学 研究 科修士
課程合計80名および経営初期大学部89名であります。
諸君が幾多の難問を突破して本日の栄冠を得られたこと
を， 私は心からお祝し、申し上げます。 学部および知期大学
部入学の諸君は， 小学校にはじまるながい学園生活の故後
ます。 そして今や 5学部と教養部があり， 更に経営短 大
が併設されて学生数約4,000名， 教官330余名， 教職員合計
750余名の， 総合大学としては中堅クラスの大学でありま
す。 それぞれの学部は古い伝統と歴史を持っており， 諸君
も大いにこれをほこりにして勉学していた だきたいと存じます。
大学の発展に伴い校地も狭くなった ので隣接地に昨年 度
6万6千平方メートルの土地を購入しました 。 やがてその
埋立て工事が始まります。 また 長年の宿願であった 中央図
書館の工事も認められて着工のはこびとなり， 諸君の勉学
研究の中心道場・が秋には完成される 予定であります。 学生
食堂の建設予定地も決定された ので、文部省へ その建設を認
めてくれる よう今努 力中であります。
本学には体育会の中に多数の音f＼があり， そのほか文化系
サークルもあって活動している のですが， 大学発展のた め
前記建築が完成する までは幾多の不自 由をしのんでいた だ
きた いものと思、っております。
この体育会の各部ある いは文化系サークルの多数の中か
ら好むものに 参加し， 人間形成の一助とされる よう希望し
ます。 大学本部にはこれらの世話をしたり， 諸君の日常生
活を援助する組織として学生部があり， また各学部には学
務係がありますから何かと諸君の相談に応じられる ことと
思います。
i没後に晶君を指導する教宮や職員とコミュニケーション
を良くして， 諸君が何を考え何を研究する かは自由ですが，
学園の秩序を乱した り研究の妨害になる ような行為は厳に
慎んでいた だきた い。 要 する に学生にふさわしいみのり多
い学園生活を送られるように切望して告辞を終ります。
昭和47年4月11日
富山大学長 後藤 秀弘
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関 係
法 律
法 d』守冒
�色守ー
o国立学校設置法の一部を改正する 法律（26)
0計量法の一部を改正する 法律（27)
政 令
0日本 育英会施行令等の一部を改正する 政令
(80) 
0文部省組織令の一部を改正する 政令(133)
0文部省組織令の一部を改正する 政令(162 )
0教育公務員特例法施行令の一部を改正する 政
令(163)
0 沖 縄の復帰に伴う文部省関係法令の適用の特
別措置等に関する 政令の一部を改正する 政令
(176) 
0児童手当法施行令の一部を改正する 政令（181)
0 沖縄の復帰に伴う行政機関の定員に関する 法
律の特別措置に関する 政令（191)
0 沖縄の復帰に伴う文部省関係法令の適用の特
別措置等に関する 政令の一部を改正する 政令
(192) 
0 沖縄の復帰に伴う文部省関係法令の適用の特
別措置等に関する 政令の一部を改正する 政令
(198) 
0 沖縄の復帰に伴う国家公務員等の懲戒免 除等
に関する 政令(199)
府 令
0 沖縄の復帰に伴う元南西諸島 官公署職員等の
身分， 恩給等の特別措置に関する 法律施行規
則 の改正等に関する 総 理府令（総 理33)
0 沖縄の復帰に伴う国家公務員等退職手当法の
適用の特別措置等に関する 総理府令（同40)
府 令・省 令
0 沖縄の復帰に伴う公務員等共済組合等の権利
義務の承継等に関する 省令（ 総 理・大蔵・文
部・郵政・自治1 ) 
省 令
0国立学校設置法施行規則 の一部を改正する 省
（誤官）
4・20
5 . 1 
5 ・ 4
5 . 4 
5 ・12
5・13
5 . 13 
5 ・15
5・18
5・18
5・15
5・31
5・15
令（文部12) 4・ 1
0国立の学校における 授 業料その他の費用に関
する 省令の一部を改正する 省令（同13) 4・ 1
0国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科
目に関する 省令の一部を改正する 省令（同14) 4・ 1
報 第143 号
0文部省の所管に属する 不動産及び船舶に関す
る 権利の登記嘱託職員を指定する 省令の一部
を改正する 省令（同15) 4・ 1
0支出官事務規程等の一部を改正する 省令
（大蔵27)
0文部省設置法施行規則の一部を改正する 省令
（文部17)
0文部省定員規則 の一部を改正する 省令（同18)
0国立学校設置法施行規則 の一部を改正する 省
令（同19)
Oへ き 地教育振興法施行規則の一部を改正する
省令（同20)
o国立大学 の大学 附置の研究所の研究部門に関
する 省令の一部を改正する 省令（同21)
0国立学校設置法施行規則 の一部を改正する 省
令（同23)
o国立大学の大学附置の研究所の研究部門に関
する 省令の一部を改正する 省令（同24)
0文部省設置法施行規則の一部を改正する 省令
（同26)
0 沖縄の復帰に伴う文部省関係省令の適用の特
別措置等に関する 省令（同28)
0 沖縄の復帰に伴う文部省関係省令の改正に関
する 省令（同29)
0文部省定員規則 の一部を改正する 省令（同31)
0旅券法の特例に関する 法律施行規則 を廃止す
る 省令（外務 4 ) 
0支出官事務規程等の一部を改正する 省令
（大蔵47)
0国家公務員共済組合法椀行規則 の一部を改正
する 省令（同48)
0 沖縄の復帰に伴う文部省関係省令の適用の 特
別措置等に関する 省令（文部32)
0国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科
4・28
5 . 1 
5・ 1
5・ 1
5 . 1 
5・ 1
5 . 1 
5・ 1
5 . 1 
5 ・13
5 . 13 
5・13
5 ・15
5 . 15 
5 . 1 
5 ・15
目に関する 省令の一部を改正する 省令（同33) 5・22
0日本 学 術振興会法施行規則の一部を改正する
省令（同34) 5 ・26
規 則
0俸給の調整額の一部を改正する 規則 （人事院
9 - 6 )  5・ 4
0俸給の特別調整額の一部を改正する 規則
（同 9-17) 5・ 4
0 日 本 学 術会議会員選挙規則 の一部を改正する
規則（日本 学術会議1) 5・ 6
0初任給ー 昇格、 昇給等の基準の一部を改正す
る 規則（人事院9 - 8 )  5・11
- 2 -
昭和47年4月 ・ 5月号
学
の課程として認定した件（文部52) 5 ・ 6I 富山大学学則の一部を改正する学則
0文部省共済組合運営規則の一部を改正する 件 ｜ 富山大学学目lj （昭和25年1月20 日 制定） の一部を次のよ
（同68) 5 26 I うに改正する 。
第2章の章名を次のように改める 。
第2章 学部， 教養部および大学院等
第4条第1項中 「養護学校教員養成課程」の次に「幼稚園
教員養成課程」を加える 。
第3章の章名および第7条を削り， 第6条を第 7条に改め，
0現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部を改
正する 規則（同1 - 4 ) 5・15
0俸給表の適用範囲の一部を改正する 規則
（同 9 2 ) 5・15
0 俸給の調整額のー官Eを改正する 規則（同 9←6 ) 5 ・15
0俸給等の支給の一昔日を改正する 規則（同9一7 ) 5・15
0職員の国際機関等への派遣の一部を改正する
規則（同1 8- 0) 5・15
訓 令
0国立大学の事務局等の部及び課に関する 訓令
の一部を改正する 訓令（文部 9 ) 4・ 1
0国立大学の附属図書館に置く分館を定める 訓
令の一部を改正する 訓令（同10) 4・ 1
o国立学校等の職員の休憩時 間 及び休息時 間 に
関する 規程の一部を改正する 訓令（同12) 4・ 3
0文部省所管旅費規則の一部を改正する 訓令
（同13) 4・11
0文部省定員細則の一部を改正する 訓令（同15) 5・ 1
0文部省定員細則の一部を改正する 訓令（同20) 5・ 1
0人事に関する 権限の委任等に関する 規程のー
部を改正する 訓令（同21) 5・13
0文部省定員細則の一部を改正する 訓令（同22) 5・13
0文部省会計事務取扱規程の一部を改正する 訓
令（同27) 5・27
0文部省所管物品管理事務取扱規程の一部を改
正する 訓令（同28) 5・27
0文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正す
る 訓令（同29) 5 ・27
0文部省所管固有財 産取扱規程の一部を 改正す
る 訓令（同30) 5・27
0文部省所管の会計機関の事務の一 昔I を処理さ
せる 職員の範囲等を定める 規則の一部を改正
する 訓令（同31) 5 ・27
ホ比国
0教員の免許状 授与の所要資格を得させる た め
学 内 規 則
富山大学固有財産取扱規則の一部改正
富山大学固有財 産取扱規則の一部を改正する 規則を次の
報 第143 号
とおり制定する 。
昭和47年4月21 日
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学固有財産取扱規則の一部を改正する
規則j
富山大学固有財 産取扱規則 （昭和33年3月 7 日 制定） の
一部を次のように改正する 。
別表中， 事務局およぴ学生部の欄を次のように改める 。
｜ 主管課長また ｜ 係長またはこ
土地および立木竹｜は主管課長補｜れに準ずる も
佐 ｜の
事｜本 部庁舎， 電話交換
室， 車庫， 職員ホー
ル， 本 部附属家 休
II II 養室， 警務員室， ボ
イラ室および附帯工
作物
務
ア 4ソトープ総合実 ｜ 室 長またはこ ｜ 担 当 教官
験室 （薬学部の用に｜れに準ずる も
供する 部分を除〈。 ），｜の
計算セン ター， 液体
窒素製造装置および
局｜附帯工作物
宿舎 （土地， 立木竹｜ 主管課長また ｜ 係長またはこ’ ｜ は主管課長補 ｜ れに準ずる も建物， 工作物） ｜ 佐 ｜ の
黒 田講堂， 学生食堂 ｜ 主管課長また
学 ｜ および購売部， 課外 l は運営に関す
活動用部室， 硬式庭 ｜ る 事務を担当
生 ！ 球場， 学生会館， プ ｜ する 教官
ール施設， 武道場 ，
部｜寄宿舎（新樹寮）， 艇
庫および附管工作物
II 
附 則
この規則は， 昭和47年4月21 日 から施行する 。
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の一部を改正する 学則を次のとおり制定す
る 。
昭和47年5月19日
富山大学長 後藤 秀弘
第 5 条の次に次の 1条を加える 。
第6条 学部および教養部の講座または学科 目は， 別表第
l のとおりとする 。
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第8 条の前に次の章名を加える。
第3章 教育課程および履修方法等
第9 条を次のように改める。
第9条 削除
第31条第1項中「12,000円」を「36,000円 」に， 「6,000
円」を「18,000円」に改め． 同条第2 r頁を削る。
第35条第 1項中「3,000円 」を「5,000円 」に， 同条第2項
中「4,000円 」を「12,000円」に改める。
第50条中「別表第3」を「別表第2 」に改める。
「12,000円 「36,000円
報
附 貝IJ
この学則は， 昭和47年5月19日から施行し， 昭和47年
4月1 日から通用する。 ただし， 第6 条の規定は， 昭和
47年5月1 日から適用する。
昭和46年度以前に入学した者（学部学生および専攻 科
学生以外の者で昭和47年3月31日以前から引き続き在学
している者については， 定められた在学期聞が延長され
た場合で， 当該延長期間の始期が昭和47年4月 1 日以後
の者を除く。）に係る授業料の額は， 第31条． 第62条，
第66条第 1 JI頁および第67条第3工頁の規定にかかわらず，
なお従前の例による。
昭和47年度において入学した者（ 学部学生および専攻
科学生以外の者で， 昭和47年3月31日以前から引き続き
在学している者であって， 定められた在学期聞が延長さ
れた場合における当該延長期間の始期が昭和47年4月 1
日以後である者を含む。 ）から 徴収する同年度に係る授
業料の額は， 第31条， 第62条， 第66条第l項および第67
条第3項の規定にかかわらず， 次の表のと おりと する。
ただい 単位の修得に前期および後期を通じて履修を必
要とする授業科目に係る聴講生の 1単位に相当する授業
についての授業料の額は， 前期の 1単位に相当する授業
についての授業料の額の2分のl に相当する額七 後期
2 
品晶子・昭和47年4月・ 5月号
.3 
3,000円 を 5,000円
4,000円 」 12,000円 」
第66条第1項中「800円 」を「2,400円 」に， 同条第2項中，
「1,500円」を「2,500円」に， 「2,000円」を「 6,000円」
に改める。
第67条第3項中「400円 」を「1,200円」に， 同条第4項中
「1,500円」を 「2,500円」に， 「2,000円 」を「4,000円」
に改める。
別表第1 を別紙のように改めるo
)Jlj表第2 を削る。
別表第3 を別表第2とし，
「 教
育Aム4寸ー
部
に改める。
同表中
第62条中
400名
200名
80名
100名
50名
20名
小学校教員養成課程
中 学校教員養成課程
養護学校教員養成課程
のl単位に相当する授業についての授業料の額の2分のを
l に相当する額を合わせた額とする。」
前期および
後期を合わ
せた額
期
24,000円18,000円6,000円学部学生・専攻 科学生
400名
200名
80名
30名
後期fjlj 分区100名
50名
20名
30名
小学校教員養成課程
中学校教員養成課程
養護学校教員養成課程
幼稚園教員養成課程
教育学部
月額
2,400円
月額
800円専 攻 生 ・ 研 究 生
l 単位
1,200円
l単位
400円生
前項の規定が適用きれる者について， 第35条第3項ま
たは第37条第2項の規定を適用する場合においては， 昭
和47年度に限り， 同条中「年額の12分の 1」を「当該前
期または後期において徴収する授業料の額の 6分のI 」
講聴
4 を
200名
160名
170名
210名
170名
160名
160名
3,690名
50名
40名
40名
50名
40名
40名
40名
915名
気 工 学 科
業 化 学 科
金 属 工 学 科
機 械 工 学 科
生産機械工学 科
化 学 工 学 科
電 子 工 学 科
合 計
電
「
工工
Aムら寸ー
音日
とする。
昭和47年度に入学を許可される者に係る入学料の額は．
第35条第2項， 第62条， 第66条第2項および第67条第4
項の規定にかかわらず， なお従前の例による。
昭和47年度の入学， 編入学， 再入学または転入学に係
る検定料の額は， 第35条第l項， 第62条，
および第67条第4 r頁の規定にかかわらず，
第66条第2項
なお従前の例
5 
6 
」
200名
160名
160名
200名
160名
160名
160名
3,690名
50名
40名
40名
50名
40名
40名
40名
945名
気 工 学 科
業 化 学 科
金 属 工 学 科
機 械 工 学 科
生産機械工学 科
化 学 工 学 科
電 子 工 学 科
合 計
電
工工
学
「
による。
音日
第31条の規定に昭和37年度以前の入学者の授業料は，7 
かかわらず年額9,000円とする。
-4-
改める。
昭和47年4月・ 5月号
5]1J紙
別表第1
文理学部
文学科
哲学
哲学 史
国 史 学
東洋史 学
西洋史学
国 語学
国文学 及び漢文学
英語学
英文 学
ド イ ツ語学
ド イ ツ文学
理学科
代数学及び 幾何学
解析学
数理統計学
応用 解 析学 及び 電子 計 算機 論
固体物理学
量子物 理 学
結品物理学
電波物理学
物理化学
構造化学
有機 化学
天然物 化学
形態学
生理 学
細胞生物 学
教 育学部
品品a」寺・
小 学校教員養成課程 ・ 中学 校教員養成課程 ・ 養 護学 校
教員 養 成課程 ・ 幼 稚園教 員 養 成課程
国語学
国文学
書道
国 語科教育
歴史 学
地理学
法律学
経 済学
社会科教育
代数学 及び 幾何学
解析学及 び 応用数学
数学科教育
-5 -
報
物理学
化学
生物学
地学
声 楽
器楽
作曲
音楽科教育
絵画
彫塑
構成
美術理 論 ・美術 史
体育実技
生理学 及 び 衛生学
学 校保健
体育理 論 ・体育 史
木 材加工
電気
機 械
食物学
被服学
家庭管理
農業
英語学
英米文学
英語科教育
異常児心理
異常児の病理
幼 児心理
保育 内容の研究
教育学
教 育 史
教育 制度
教育社会学
教育 ，心理学
発達心理学
経 済学部
経 済学科
経 済学
経 I斉史
経 済政策
財政金融論
統計学
経 済地理学
経営学
商学
第143号
昭和47年 4 月 ・ 5月号 高弓比ー
簿記 学
会 計学
憲法
民法
商法
社会 学
薬 学 部
薬 学科
ム薬 化学
ム薬品 分析化学
ム生薬 学
ム衛生 化学
ム薬 剤学
ム薬品 生物 化学
ム薬品 作 用学
製薬 化学科
ム薬品物理化学
ム薬 剤製造 学
ム薬品合成 化学
ム生物薬品製造 学
ム薬品 製造工 学
ム薬品 製 造 化学
工 学 部
電気工 学科
ム電気理 論
ム電気機 器学
ム電力 工 学
ム通信工 学
ム制御工学
工業 化学科
ム有機工業 化学
ム有機合成 化学
ム無機工業 化学
ム応用物理 化学
金属工学科
ム金属 材料学
ム金 属加工学
ム鉄冶金 学
ム非鉄冶金 学
機 械工 学科
ム材料力 学
ム機 械力 学
A流体工 学
ム熱工 学
ム動 力 熱 工学
生 産機 械工学科
ム切削加工
ム工業 計iffl)
報 第 1 43号
ム塑性加工
ム制徒1 機 器
化学工学科
ム反応工 学
ム拡散単位操作
ム機 械的単位操作
ム輸送現象
電子工 学科
ム基礎電子工 学
ム応用電子工学
ム電子素 子工 学
ム電子回路工学
（ 共通講座）
ム応用物 理 学
ム応用数学
教 養部
哲学
倫理 学
心理学
歴史学
文学
音楽
美 術
法学
経済学
統計学
政治学
地理学
社会学
数学
物理学
化学：
生物 学
地 学
英語
ドイツ語
五口＝三円MRス諸問、／
ン
一フ
－ア
フ一
フ
保健体育
備考 ム印 を 付す る もの は修士講座 で あ る 。
富
山
大
学
薬
学
部
規
則
の
一
部
改
正
富山大 学薬 学部規則 の一部 を 改正す る 規制 を 次のと お り
制定す る 。
昭和47年 5月19 日
富 山 大 学長 後藤 秀弘
富山大学薬学部規則の一部を改正する規則
富 山 大 学薬 学部規則 （ 昭和40年 1 月22 日 制定）の一部 を
-6-
昭和47年4月・ 5月号 品比号ー
次のように改正する。
第 1章の章名を削り， 第 1 条の前に次の見出しを加える。
（学科・授業科目・履修方法）
第2条を削り， 第3 条を第2条とし， 同条第2項を次の
ように改め， 同条第3項を削る。
2 一般教育課程の授業科目の履修期間は前 3学期， 専門
教育課程の授業科目の履修期間は後 5学期を原 則とする。
第 4 条， 第 5 条， 第2章の章名および第6 条を削り， 第
2条の次に次の 2条を加える。
第3条 授業科目は一般教育科目， 外国語科目 保健体育
科目および専門教育科目とし， これを必修科目と 選択科
目に分ける。
2 一般教育科目， 外国語科目および保健体育科目の履修
報 第143号
るときは，」の次に 「学部教授会に おいて」を加え， 同条
第2項本文中「提出して，その許可を得 なければならない。」
を「 提出しなければならない。」に改め， 同条第2項第4
号中「管理者または」を削る。
第20条および第21条を削る。
第22条を第15条とし， 同条第 1項中「授業科目」を「そ
の講座」に改め， 同条第2項を次のように改める。
2 研究生については前条の規定を準用する。
第23条を第16条とし， 同条第I項中「履修した科目につ
いては願出 により一般学生と閉じし 当該試験」を「 願出
により， 学部学生と同じく履修した科目について試験」に
改める。
別表中「授業科目及び単位数」を「 専門教育課程の授業
方法は， 別に定めると ころによる。 ｜ 科目・単位数」に改め，
3 専門教育課程の履修すべき授業科目および単位数 は， ｜「 一般教育科目， 外国語科目及び保健体育科目
別表のと お りと する。
第4条 教育上必要あるときは 所定の授業科目以外の講
義または実習を行な うこと ができる。
第7条を第5 条とし， 同条第3号中 「 実験または」を削
る。
第8条を第6 条とし， 同条中「特別研究」を「卒業研究」
に改め， 同条の次に次の 1項を加える。
2 前項の履 修方法は，男ljに定める。
第 9 条を第7条とし， 次めように改める。
第7条 本学部学生は在学期間を通じ， 所定科目について
149単位以上を修得しなければならない。
第3章の章名を削り， 第8条の前に次の見出しを加える。
（試験・課程の修了認定）
第10条を第8条とし， 同条第I項中「単位」を「科目」
に改める。
第11条を第9 条とし， 第12条および第13条を 2条ずつ繰
上げ， 第10条中「履修取得」を「修得」に改める。
第 4章の章名を削り， 第12条の前に次の見出しを加える。
（転部・転科・転入学・編入学）
第14条を第12条とし， 同条をつぎのように改める。
第12条 本学部 各学科に おいて定員等に余裕がある場合は，
学部教授会において選考の上， 本学部への転音II， 本学部
内の転科， 他大学 からの転入学および編入学（ 以下「転
部等」という。）を許可することができる。
2 転部等を許可する時期は学期の始めとする。
第15条を第13条とし， 同条中 「転部および転科」を「転
部等」に改める。
第16条， 第17条および第18条を削る。
第5章の章名を削り， 第14条の前に次の見出しを加える。
（聴講生・研究生）
第四条を第14条とし， 同条第 1項中「定員等に余裕があ
科目
系
列 単位数 備 考
人 文 科 学 系 列I 12以上I 3 科目以上
社会 科 学 系 列I 12以上I 3 科目以上
般l
教育科目
自然科 学 系 列
（必修科目）
数学・物 理学
化学・生物学
19以上
数学 4 単位以
上。 物理学，
化学及び生物
学各5単位以
上（各実験l
単位を含む。）
外国語科 目
（必修科目）
英
五回＝＝円H
16以上 各8単位以上ドイツ語
保健体育科目 講義・実技 4以上｜各2単位以上
計 63以上
専門 教育科目
薬 学 科 必修 科目 62単位・選択科目 25竿位以上
製薬化学科 必修科目 64単位・選択科目 23単位以上
合計87単位以上を履修取得しなければならない。
を削り，
」
「
｜＠ ｜ ＠ （ 特別研究 I 1 i 」
「
｜ ＠ ！ ＠ ｜ 卒業研究 i 10 I ｜ に改める。」
附 則
1 この規則は， 昭和47年5月19日から施行し， 昭和47年
4月l日 から適用する。
2 昭和46年度以前に 入学した者については， 第7 条の規
定および別表に かかわらず， な お 従前の例による。
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昭和47年4月・ 5月号 品比号ー
諸
AQ一A
議
第l回評議会（ 4月l 臼）
（報告事項）
(1）事務職員の異動について
(2) 昭和47年度入学生に対する行事計画について
(3) 教官の定員削減について
（審議事項）
(1）昭和47年度富山大学入学者選抜試験合格者の判定に
ついて
(2) 昭和46年度卒業者（文理学部理学科）の認定につい
て
(3）学長不在時の代行につhて
(4) 部室予算について
第l団事務協議会（ 4月 6 日）
（議 題）
(1) 入学式について
(2) その他
第2回評議会（ 4月19日）
（審議事項）
(1) 学内状況について
第3回評議会（ 4月21日）
（報告事項）
(1) 富山大学大学改革準備委員会の中間報告について
(2）施設盤備委員会の結果について
（審議事項）
(1) 富山大学固有財産取扱規則の一部改正について
(2）教官人事について
(3) 富山大学名誉教授称号授与について
(4）教官定員の削減について
報 第143号
(5) 除籍について
第2回事務協議会（ 5月16日）
（議 題）
(1）職員団体について
(2) 富山大学会計機関の事務の一部を処理させる職員等
を定める内規（案）について
(3) その他
第4回評議会（ 5月19日）
（報告事項）
(1) 第四回東海・北陸地区国立大学長会議について
(2) 学生の懲戒について
（審議事項）
(1) 富山大学学則の一部改正について
(2) 富山大学薬学部規則の一部改正について
(3) 教官定員の削減について
(4) 昭和47年4月， 5月経済学部経済学科卒業の認定に
ついて
(5) 昭和U年4月富山大学経済学専攻科修了の認定につ
いて
(6) 学士入学について（経済学部）
第l回協議会（ 5月19日）
（議 題）
(1) 教養部長選考に関する資料について
第l回大学院委員会（ 5月30日）
（審議事項）
(1) 富山大学大学院学目ljの一部を改正する学則（案）に
ついて
第3回事務協議会（ 5月31日）
（議 題）
(1) 昭和47年度国立大学事務局長会議について
(2) 昭和47年度国立学校会計部課長会議について
(3) 昭和47年度国立大学学生部次長， 課長会議について
(4) その他
人 事 異 動
現 g 戦 氏 名 異 動 内 合－－・ 発令年月日 発 令 者
稲 積 包 昭 講師（文理 学部）に採用する 47. 4 . 1 富山大学長
鈴 木 範 男 助手（ II II II II 
水 野 透 II II II II 
東 川 和 夫 II II II II 
金 森 寛 II 、／ II II II 
-8一
昭和47年 4 月 . 5 月 号
議 師
（ 文 理 学 部 ）
B力 教 授
（ 教 育 会-f-主ゐ- 部 ）
B力 手
II 
助 教 f受
（ 愛 知教 育 大 学 ）
議 間i
（工 学 部）
肋 手
II 
助 教 授
音｜； ） （教 養
助 教 f受
II 
文 部 事 務 官
（ 工 学部 事 務 長 補 佐 ）
団
講
山工業高等専門判
師
的
E力 教 授
（ 新 潟 大 学 教 育 学 部 ）
助 教 t受
（ 教 養 音［＼ ）
文 部 事 務 官
（経理 部 主 計 課長 ）
文 部 事 務 官
課
長 ）
（ 石川工業高等専 門学校会計課
文 部 事 務
長
官
） （経 済学 部 事 務
文 部 事 務 官
部 ）（ 教 育 学
教 授
（ 薬 寸戸主ι一 部 ）
教 授
（ 教 養 部 ）
笹 山 雄 一
鳴 橋 直 弘
Jll 田 邦 夫
酬i畢 晃 三
賓 清 隆
原 毛色
竹 川 慎 吾
柏 木 寛
森 田 名i幸子
小 島 政 明
山 淵 龍 夫
宮 腰 F歪
桑 原 道 夫
奥 原 子,,..,.._ 
吉 井 ＝ 夫
西 国 良 正
亀 田 速 穂
安 田 祐 介
小 沢 慎一 郎
竹 内 茂 禰
市 村 昭 二
小 林 信 之
日白ヨ 山 豊 正
宇尾野 逸 作
武 田 庄三郎
竹 岡 環
泉 野 佐 一
飯 森 米 蔵
山 本 篤 司
大 木 平 吾
鈴 木 孝 雄
奥 井 三 郎
高 崎 j青
山 崎 高 感
白 井 芳 朗
品比号ー 報 第 143号
助手 （文理学部 ） に 採用 す る 47. 4 . 1 富山 大学長
II II ” II 
II If II If 
助 教授 （教育学部 ） If ” 文 部 大 臣
講師 （教育学部） II II 富山 大学長
助手 （ II II II ” 
II （経済学 部 ） ” II If 
（ 薬学 部 ） ” If If 
文部技官 （ II II If II 
講師 （工学 部 ） ” II II 
助手 （ II II If II 
II II II II 
II II II ，， 
講師 （教養部） ” II II 
II II II ，， 
教育 学部附属 中 学校教諭 に 採用 す る II ” 
経営短期大 学部助手 ” ” 富 山大 学経営
短期大学部学長
助教授 （ 文理学部） に 昇任 さ せ る II 文 部 大 臣
教授 （教育学部 ） II II II 
講師 （ II II II 富 山 大学長
教授（工学 部 ） II t’ 文 部 大 臣
助教授 （ II II II II 
講師 （ 1’ II II 富 山 大学長
教授 （教養部） II II 文 部 大 臣
教授 （ II II II II 
経済学部事務長 II II ，， 
講師 （教育学部）に転任 さ せ る II 富 山 大学長
助教授 （教養部 ） に 配置換す る II 文 部 大 臣
愛 媛 大学助教授教養部 II II II 
東 京学芸大 学経理部主計課長 II II II 
経理部主計課長 II II II 
長 野工業高等 専 門 学校会計課長 II II II 
中 部管 区行政監察局 に 出 向 さ せ る II 富 山 大学長
富 山 大 学薬学部長 に併任 す る
富 山 大学評議員 に 併任す る II 文 部 大 臣
（併任 の 期間47.4.1～49.3.31)
富 山大学教養部長 に併任す る
富 山 大学評議員 に併任 す る II 11 
（併任 の 期間47.4.1 ～49.3.31)
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教 授 高 野 兼 吉 富山大学教育学部附属中学校長に併任する（教 育 学 部） （併任の期間47.4 .. 1～49. 3. 31) 47 . 4 . 1 文 部大臣
教 授 キ本
富山大学教育学部附属小学校長に併任する
II 
三 雄 富山大学教育学部附属幼稚園長に併任する II II 
（併任の期間47 .4.1～49 .3.31)
教 授
富山大学薬学部附属和漢薬研究施設長に併任する
大j甫 彦 吉 （併任の期間47 .4.1～49 .3 .31) （薬 』寸：： 部） 富山大学評議員に併任する
fl II 
文
附属
部 事 務 管
（併任の期間47.4.1-48 .5.31)
本 田 善 彦 薬学専門図書室係長に併任する（ 図書館閲覧係長）
II 富山大学長
技
育
能当 補 佐 員 吉 野 光 雄 施設課汽かん士に併任する（教 学音IS汽かん士） （任期47.4.10まで） ” II 
文 部 事 務 官 佐 藤 忠、 作 警務員長を命ずる（経 理 部 主 計 課）
II II 
II 
（経 理 部 経 理 課） 大 坪 力 蔵 作業員長を免ずる II 
II 
大 橋 明 美 事務補佐員（庶務部庶務課）に採用する 47. 4 .11 II 
中 村 由美子 II （工学部） II ” II 
� 回 光 則 fl （教養部） II II II 
中 田 幸 子 II fl II 47 .4 .1 3 II 
清 回 博 子 ，， （庶務部庶務課） II 47 .4 .14 II 
j度 i全 信 雄 II （文 理学部） II II II 
越 光 子 文部技官（薬学部） II 47 . 5 . 1 II 
岡 山 均 事務補佐員（学生課） II II II 
飯 回 悪 子 II （薬学部） ’E II II 
平 石 朋 子 II （工学部） I I  I I  I I  
掛 山 政 規
II （附属図書館） II II II 
B力 教 授 塚 田 欣 司 教授（薬学部）に昇任させる（薬 学 部） II 文 部大臣
文 部 事
十課J銃
務
剣系
官
長） 成 瀬 正 夫 字生課課長補佐（経理音JI主計 II II II 
II 
（学 生 課 教 務 係長） 野 村 信 生 工学部事務長補佐 ’1 II II 
fl 
（経 i斉 ρ寸品血」． 部） 長 沢 義 男 経済学部学務係長
II II  富山大学長
II 平 岡 幸 一（学生課学生会館係長） 庶務部庶務課庶務係長に配置換する II II 
II 
（庶務部庶務課学事調査係長） 藤 田 信 二
II 文 書係長 fl ” II 
II 
（庶務部人事課職員係長） 泉 三 郎
II 学事調査係長H II II 
” 草 島 幸 雄（附属図書館総務係長） 庶務部人事課職員 係長 II II II 
II 
（経理部経理言明度係長） 早 崎 寛 威 経理部主計課総務係長 ” II ” 
II 
（庶務音防務課庶務係長） ）｜｜ 原 富 雄 /I 管財係長 II /I II 
II 高 木 行 P,lj（工学 部 会計係 長） 経理部経理課用度係長 fl II ” 
” 
（経済学部学 務 係長） 西 尾 武 学生課教務係長 fl II II 
II 
（庶務部庶務課文 書係長） 伊 東 与三次 教育学部庶務係長 II II II 
II 
（経理部主計課管財係長） 森 慶 二 工学部会計係長 II II II 
II 
（教育学 部 庶 務 係長） 塩 谷 孝 雄 附属図書館薬学専門図書室係長 II II ’f 
II 高 邑 欣 市（学 生 課） 文 理学部に配置換する II II 
nu 噌EA
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文 部 事 務 官 河 上 孝 教育 学部に配置換す・る（薬 学 部） 47 . 5 . 1 富山大学長
II 
（工 戸「比 部） 坂 東 康 子
II II II 
II 
（教 育 $ 部） 加賀見 実 工学部
II II II 
II 
（附 属 図 書 館） 松 島 倶 子
II II II II 
II 
（教 育 学 部） 梶 原 和 枝 附属図書館
II II II 
II 
（富山醐高等専門報庶務課庶務係長）
宮 越 一 男
学生課学生会館係長に転 任させる II II 
II 
（富山繭縞等専門学校会計翻刻；禄）
結 城 進 附属図書館総務係長 II II II 
II 
（経 営 短 期 大 学部） 岡 山 一 雄 楽学部に転任させる II II 
II 
（薬 学 昔日） 網 谷 与志男 経営短期大学部に出向させる
II II 
” 
（文 理 学 部） 平 野 茂 良 富山商船高等専門学校に出向させる
II II 
II 
（工 戸寸旦一． 部） 山 岸 長 幸
II II II 
II 附属図書館薬学専門図書室係長の併任を解
（附属図書館閲覧係長） 本 田 善 彦 除する
II II 
文 部 技
部
宮
） 鈴 木 和 子（薬 学 辞職を承認する 47. 4 .30 
II 
臨 時 用 務 員 渡 茂 一 昭和47年4月10日 限り退職した（教 育 学 部 作業 員） 47.4.
11 ” 
II 
’f 目 盛 一 枝 II II II 
文 部 事 務 官 平 野 茂 良 学務係学生主任を免ずる（文 理 学 部） 47. 5 . 1 II 
II 
（経 I斉 ，ー士 出ー 部） 長 沢 義 男
II II II 
II 
（工 寸＝一 部） 山 岸 長 幸 会員十係用度 主 任を免ずる
II II 
学 内 諸 報
文理学部長の改選
昭和17年2月 立命館大学教授
1 9年6月 高岡工 業専門学校教授
高瀬重雄文理学部長の任期が昭和47年6月19日に満了す 24年6月 富山大学教授文理学部
る ことに伴い ， 文 理学部教授会は 5月1 0日次期文理学部長 8月 富山大学附属図書館長， 富山大学学生部
候補者の選挙を行ない， 投票により， 高瀬重雄教授を再選 長
した。 32年9月 富山大学文理学部長 （38年8月まで連続
高瀬教授の文理学部長併任は 通算6期， 略歴は次のとお 3期）
りである 。 37年3月 文学博士
昭和 7 年3月 京都帝国大学文学部史学科卒業 40年9月 富山大学文理学部長 （42年8月まで）
8 年4月 立命館中学校教諭 45年6月 富山大学文理学部長 （再選）
13年9月 立命館大学専門部教授 47年6月 II ( II ) 
海外渡航者
氏 名 所 属 官 職 渡航の種類 渡 航先国 目 自ワ 期 間
ドイツ連邦共和国 －国際原子力 機関主催「生命科学の分野に
ユーゴスラヴィア おける 核放射化分析の技術に関する シン 47 . 4 . 7 
堀 令司 文理学部 助 教 授 外国出張 フ フ ン ス ポジウム」 出席モ ナ コ
連 l口入 王 国 ・ヨーロ ッパの生物学分野の原子力 研究機 47 . 4 .22 
オ フ ン タ 聞の視察
市よ14 
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永年勤続者表彰 0勤続20年庶務 部 大場 文子
本 学永年勤続 者表彰式は， 5月31日午前10時から本 部会 II 高安 芳枝
議室において挙行きれ， 次の 勤続 35年4 名， 勤続20年11名 施設課 沖 健松
の 職員に対し 学長からそれぞれ表彰状ならびに記念品が贈 文 理学部 平 田 純
呈された 。 II 鏑木 隆二
0勤続35年 教育学部 永森 俊夫
教育学部 林 勝次 薬 学 部 吉崎 正雄
II 酒井 康彦 工学部 森棟 隆弘
工 学 部 北角 正雄 II 野村 信生
経営短期大学部 水井 謹作 II 森 慶二
II 南 立作
昭 和 47 年 度永 年 勤 続 者 表 彰 式
文部省人事事務監査 学内レクリエーション
文部省による 人事事務監査は， 4月13・14日 の 2日 にわ
た り本 部会議室で実施された 。
監査は， 主に昭和43年度以降 の任用事務関係について文
部省大臣官房 人事課任用斑任用第四係長篠 田 幸 雄， 同福祉
班恩給係長松永新， 同任用班第三係水谷肇 の 3監査官によ
り1Tなわれた 。
砂排球大会
日 時 5月27日 （土） 午後l 時～ 5 時
場所 新体育館
入賞 優勝 文 理 ・教養 （A） チーム
次勝 本 部（A） チーム
3位 経済・短大・図書館チーム
工学部チーム
｜随 想卜…………ー………………m……叩叩
「守礼之邦」 帰る
里 坂
申昌
治
私た ち文部省関係の 参列者は， 国立劇場に集合した 。 受 である のを見て， テープコーダ をー持参しなかった ことを
付で渡された プログラム に， 式典で演奏される曲目が載せ 悔いた 。 私が乗るパスは15号車と指定され， 胸につける賞
-12-
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た 。自 の リ ボ ン で 区 分 さ れ た 。 午 前 9 時20分， 各 省庁 の 専 用 ノ 〈
ス が 陸 続 と し て 式 場 の 日 本 武道館へ進行す る 。 沿 道 の と
こ ろ ど こ ろ に 機動隊 員 が立哨 し て い る 。 私 は 若 い 隊 員 の 姿
に ， 戦国時代 の 若武者 の 面影 が偲 ばれ て ， 言 い表 わ せ な い
感慨 に 浸 っ た 。 北 の 丸公 閣 の 入 口 は さ ら に 厳重 な 響戒ぷ り
だ っ た 。 本 来 な ら ば和 や か で喜 び が い っ ぱ い で あ る べ き 式
典 が， こ の よ う な 厳戒 と 緊張の な か で行 な わ れ ね ば る ら ぬ
こ と は ， や は り た だ な ら ぬ こ と で あ り ， そ れ だ け 沖縄復帰
の 意義 と 値打 ち は 大 き い の で あ ろ う 。
文 部 省 の 席 は 3 階 で あ っ た 。 右 に は 大 蔵 省， 郵政省 な ど
の 席 がつ ず さ ， 左 は 沖縄関 係 の 席 で あ っ た 。 ボ ー イ ス カ ウ
卜 ， ガ ー ル ス カ ウ ト の 服装 を し た 少年 た ち の 座 席 が， 3 階
の 左 側 に 占 め ら れ た 。 陸上 自 衛隊 中央音楽隊 の 演奏席 は 2
階 の 左端 に あ て ら れ て い る 。 沖 縄 の 海 と 空 を 思 わ せ る 紺青
の パ ッ ク ， 純 白 と 真紅 の 配色 は 日 の 丸 の 国旗 を 表徴 し た の
で あ ろ う か。 金 色 の 界風 を 思 わ せ る I苔の と部 に ， 「沖縄復帰
記 念 式典」 の 8 文字が浮 き 彫 り に さ れ て い る 。 潔 自 の 中 に
熱情 が様 る 感 じ の ス テ ー ジ で あ る 。 私 の ！常 は ス テ ー ジ か ら
は 遠 い が， 両 陛下 の 御 崎 に 真正 面 で あ る こ と が う れ し か っ
た 。
10時近 〈 ， 地 階 の 入場 が繁 く な っ た 。 国 会議 員 ， 外国 の
使 臣 ， 皇族方 の 着 席 ご と に ， カ メ ラ マ ン が右往左往 し て フ
ラ ッ シ ュ が光 る 。 ス テ ー ジ の 友 1WJ に 船 回 衆院， 河野参院議
長 と 石 間 最高裁長 官 が着 席 さ れ た 。 ア グ ニ ュ ー 米副大統領
どん い
が参列者 の 拍 手 に 迎 え ら れ て 着 席 さ れ る 。 10時10分， 団伊
玖磨作 曲 「4兄典行進曲」 が演奏 さ れ， つ ず いi て 沖縄出 身 金
井喜久子作 曲 の 「序 曲 『 飛期 （ は ば た き ）』 」 が演奏 さ れ た 。
変化の あ る 形 式 で表J.Jl も 繊細 な 音楽 で あ っ た。 も う す こ し
沖縄独特 の 旋律！惑が， 力 強 く 大 胆 に 表現 さ れ れ ば と も 忠 わ
れ た 。 10Ui}25分， 両陛下 の 武道館fitll着 が ア ナ ウ ン ス さ れ た 。
ざ わ め い て い た 式場 がーII舜 に 静 か に な っ た 。 私 は 沖 縄 の 女
流歌 人 「恩納 （ お ん ら ） な べ」 が， 万雌毛 （ ま ん ざ も う ）で詠
ん だ
な み ぬ く い ん と う ま り
か ぜ ぬ く い ん と う ま り
し ゅ り て 、 、 ん か な し
み ゅ ん ち う が ま
「J皮 の 声 も 止 ま れ ， 風 の 声 も と ま れ ， 首 里 天 か な し ， 御機
嫌拝 も う 」 の 古琉歌 と そ の 歌意 を ， 胸 の 奥 で直観的 に 復 調
し た 。 「首里玉城 か ら お 迎 え す る ， 親愛 な る 私 た ち の 王 者 の ，
日青 々 し い 尊顔 を jfiJ ご う 」 の 素朴 な 衷情 が， 私 の 胸 に 切 実 な
共感 と し て叢っ て き た 。 10時27分， へ ン テ ル の 「水上 の 音
楽」 主題演奏 と と も に ， 佐 藤総理の 先導 に よ り 両陛下 が 入
場 さ れ ， ス テ ー ジ 中 央 の座席 に 街l着 き に な っ た 。 10時30分，
過去， 現在， 未 米 を つ な ぐ歴 史 的な一瞬 であ る 。 私 は 万感胸
に せ ま リ ， め ど が つ ま っ て 「 君 が代」 の 合唱 が で き な か っ
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内 閣総理大 臣 の 式辞 は 力 の こ も っ た も の で あ っ た 。 溢れ
u必 ぬ
る 涙 を 禁 じ 得 な く て ， 頬 を 濡 ら し た 者 は 私 だ け で な か っ た 。
天皇陛下 の お こ と ば は ， 真 に 平和 を 愛 さ れ， 沖 縄 県 民 の 労
苦 を 稿 わ れ た ， ま こ と 王者 の 慈愛 に 満 ち た 御 言 葉 で あ っ た 。
ア グ ニ ュ ー 米 副 大 統領 は 祝辞 の な か て＼ ア メ リ カ 大統領 の
「沖縄施政権返還宣言」 が代 読 き れ ， こ れ は 佐 藤総理 に 手渡
さ れ た が， そ の 時式場 は 拍 手 で満 た さ れ た 。 私 は 副 大統領
の祝辞 カヘ 行政的 な 手硬 さ で語 ら れ， 議 会 の 手続 き や． ア
メ リ カ 国 民 の 一 部 に は 施政権返 還 に 異 を 唱 え る 者 も あ る こ
と ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 平和 保約締結 の際， 沖縄の主権 が 日
本 に 属 す こ と が明 ら か で あ っ た の で， 今 日 の 復帰 は 当 然 の
経緯 と 帰結 で あ る こ と を 強調 さ れ た よ う な 印 象 を 抱 い た 。
か な り 長 い 時 聞 の 祝辞 で あ っ た 。
沖縄の 青年代表具志孝助 君， 上江 田 利 枝 き ん， 本土青年
代表内 田 博章君， 塚本陽 子 さ ん に よ っ て ， 決 意 表 明 が る
さ れ た 。 多 少 演 出 的 と も 思 わ れ た が， 内 田 君 は 信 念 の 吐露
に ふ さ わ し く ， 音声 も 堂 々 と し て 頼 も し か っ た 。 佐 藤総理
は ス テ ー ジ か ら 下 り ら れ ， 両 陛下 に 真向 わ れ て ， 最初 に 「 日
本 国 万歳」 を ， 次 い で 「天皇陛下万歳」 を 主唱 さ れ， 参列
者 の H昌平日 が 力 強 く 式場 に ひ び い た 。 両陛下 も そ の 都度 ふ さ
わ し い 挙 手 を な さ っ た 。 1 1時20分過 ぎ， モ リ セ イ 作 曲 「皇
帝 へ の 頒歌」 演奏裡 に 両 陛下 が御退場 な さ り ， そ の あ と ア
メ リ カ 副大統領 の 退場 な と で， 感激 の う ち に 式典 は 終 了 し
守 、h、一。
万 余 の 参列者退場ー に は 長 時 間 を 要 し た 。 私 た ち は 会場 を
出 て 記念 品 を 受 け と っ た 。 沖縄県総図 な ど の 印刷物の ほ か ，
美 し い ケ ー スに 入 れ ら れ た 銅製 の 文鎮 を い た だ い た 。 沖縄
の 象徴 で あ る 守札 の 門 に 波 浪 を 配 し た 図案 で あ る 。 「守札之
邦」 の 4 字 が扇額風 に 掲 げ ら れ て い る 。 私 の 敬愛 す る 沖縄
の 聞 が ら と 人柄 を 表 わ し て お り ， 私 は こ れ を 座右 に 置 い て ，
常 々 か の 邦 の 人 々 の 心 に 触れ た い 。
私 の 席 の 近 く に は 中 山 伊知郎， 城 山 政道先生 の 姿 も 見 え ．
山 高 し げ り さ ん の 席 も 近 か っ た 。 式 後 芸大学長福井直俊先
生 に も お 会 い し た 。 私 ご と き 者 が， ど う し て こ の 式典 に 参
列 す る の 光栄 を 得 た の か ， く わ し く は わ か ら な い 。 い ず れ
に し て も 私 は こ の 光栄 を ひ と と き の 感興 と し て 忘失 し で は
な ら な い と 思 う 。 新生沖縄県 の 前 途 は 険 し い と 言 わ れ て い
る し ， ま さ し く そ の 通 り で あ ろ う 。 私 は 私 が尽 し 得 る 又果
し 得 る 分野分限 に お い て ， 最善 を 捧 げ ね ば な ら ぬ と 思 う 。
私 （j: � 、 ま 手 が け て い る ， ゆ し や み つ る （ 古屋思鶴） の 遺作，
古琉歌24首 の 楽劇風諮詩風作 曲 の 完成 を 急 が ね ば な ら な い 。
そ し て 「沖縄の う た 」 に ま と め て 楽譜 の 出 版 を 期 し た い 。
記 念 式典参列 を 機 に ， さ ら に 決意 を 新 た に し 遁進せ ね ば な
ら ぬ と 思 っ て い る 。
（ 富 山 大学教授 昭和47年 5 月 1 9 日 ）
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E力 子 宮 腰 ｜；条
E力 手 桑 原 道夫
職 員 消 曹 事務補 佐 員 中 村由美子
事務補佐 員 平石 朋 子
教 養 部
〈新 任 者〉 助 教 授 飯 森 米 蔵
事 務 局 議 師 奥 原 子,..,_ 
主 計 課 長 鈴木 孝雄 議 師 吉井 三夫
事務補佐員 清 田 博子 事務補佐 員 吉 田 光 則
事務補佐 員 大橋 明美 事務補佐 員 中 国
幸子
学 生 昔日 附属 図書館
文部事務官 宮越 一 男 文部事務 官 結城 進
事務補佐員 岡 山 士：＆） 事務補佐 員 接ト山 政規
文理学部
議 師 稲積 包昭
経営短期大学部
E力 手 亀 田 速穂
助 手 鈴木 範 男
〈住所変更〉
助 手 水野 透 事 務 局
助 手 東 川 和 夫 庶 務 課 長 伊部 一俊
E力 手 金森 寛
E力 手 笹 山 雄一
文理学部
講 師 鈴木 正昭
E力 手 嶋橋 直 弘 H力 手 森 克徳
助 手 川 田 邦夫 助 手 東 軒 克夫
事務補佐員 渡遁 信雄
教育学部
教育学部 教 授 深井 三店JS
助 教 授 鯛津 見云 議 制j ii主 辺 英二
音器 師 賓 j青｜を 教 論 古 木 寛
講 師 泉野 佐一
経済学部
助 手 原 稔 .!l:IJ 子 竹 川 慎吾
教
諭 西 国 良正
経済学部 B力 手 小 島 fo苅
助 手 竹 川 慎吾
工 学 部
講
師 自 山 盟正
薬 学 部
E力 手 柏 木 寛
教 養 部
文 部 技 官 越 光子 議 師 原 因 良雄
文 部 技 官 森 田 名 i章子
事務補 佐 員 飯 田 w.：子 事務補 佐 員 中 野 礼子
工 学 部
教 授 市村 昭二 附属 図書館
議 師 小島 政明 文部事務官 吉 田 )Ji， 、 τt"コ
助 手 山淵 龍夫
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主 要 日 ゐ志
本 部 1
4 月 l 日 第 1 回 評議会
2 日 昭和47年度 入学者選抜試験合格者 発表
6 日 第 l 回 事務協議会
公務員 宿舎委 員 会
10 日 施設整備 委 員 会
1 1 日 昭和47年度 入学式
緊急部局長 会議
1 2 ～ 14 日 新入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 3 ～ 14 日 文部省 人 事事務監査
1 7 日 緊急部 局 長 会議
1 9 臼 第 2 回 評議会
20 日 第 l 回 補導協議会
会計係 長 会議
21 日 第 3 回 評議会
22 日 富 山 大学五福地区敷地造成工事起工式
25 ～ 26 日 東海北陸地 区 国 立学校会計部課長会議
（ 於 名 古屋工業大学）
28 日 中央図書館新築起工式
名 誉教授称号記授与式
5 月 8 ～ 9 日 第 1 8回 東海 北 陸地 区 国 立大学長 会議
（ 於 信州大学）
12 日 全 国学生部長会議 （ 於 東 京 青 山 会 館 ）
13 日 昭和47年 度 第 1 回 日 本学術会議 中 部地方 区会議
16 日 第 2 回 事務協議会
X 線間接撮影
17 日 昭和48年度 入学者選抜試験実施要項 説 明 会
（ 於 京都染織会 館 ）
18 日 学部長会議
第 2 回 補導協議会
計 算 セ ン タ ー運営委 員 会
放射性同位元素総合実験室運営委員 会
北 陸三大学学生競技連盟協議会 （ 於 金沢大学）
19 日 第 4 回 評議会
22 ～ 23 日 昭和47年度 国 立学校等経理部課長会議
（ 於 一橋大学 ）
東海北陸地区国 立大学学生部課長 会議
（ 於 福井大学 ）
26 ～ 27 日 全国学生部次長会議 （ 於 都道府県会館 ）
27 日 学 内 バ レ ー ボ ー ル 大 会
報 第 143号
27 日 第 四 回大学祭 （ 6 月 5 日 ま で）
30 日 大学院委 員 会
認定講 習 委 員 会
31 日 永年勤続者表彰式
第 3 回 事務協議会
｜｜ 文 理 学 部 ｜｜
4 月 1 日 教授会
1 1 日 新 入 学生集会
12 日 新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， 健康診断
学部補導委 員 会
14 日 理学科教官会議
1 7 日 文学科前学期授業開始
理学科教官会議
19 日 教授会
人 事教授会
26 日 教授会
選挙管理委 員 会
職業補導委 員 会
真率会役 員 会
27 日 理学科教官会議
5 月 1 日 理学科 （ 3 年 次 ） 前学期授業開始
10 日 教授会 （ 次期文理学部長候補者選考 ）
18 日 理学科 （ 4 年次 ） 前学期授業開始
X 線間接機影
1 9 ～ 20 日 第 2 回 13大学 人文系学部長会議
（ 於 島根大 学 ）
24 日 教授会
25 - 26 日 第24 回国立1 7大学理学部長会議 （ 於 鹿児島大学）
28 日 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 五 箇 山 ）
｜ 教 育 学戸川
4 月 1 日 教授会
教務補導合同委 員 会
5 B 附属小学校第 l 学期始業式
6 日 附属小学校 入学式
附属 中学校第 1 学期始業式
7 日 紀要編集委 員 会
附属 中 学校 入学 式
附属幼 稚園 第 1 学期始業式
10 日 授業開始
附属幼稚園 入 国 式
1 1 日 入学式
1 2 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
Fhυ 司Eム
昭和47年 4 月 ・ 5 月 号 学
14 日 紀要編集委 員 会
18 日 紀要編集委員 会
1 9 日 人 事教授会
教授会
教務委 員 会
新入学生健康診断
20 日 予算委 員 会
職業補導委員 会
25 日 予算委員 会
5 月 8 日 職業補導委員 会
10 日 教育実習委員 会
12 日 附属小学校教育研究発表会
12～ 1 3 日 昭和47年度 日 本教育大学協会北陸地区評議 員 会
（ 於 富 山 大学教育学部 ）
14 日 附属 中学校春 の 遠 足
16 日 教育実習協 力校打合せ会
17 日 教授会
人事教授会
教務委 員 会
X 線間接撮影
18 日 補導委員 会
附属 幼稚園春 の 遠 足
18 ～ 27 日 附属 中 学校教育実習
22 日 予算委員 会
23 日 教務補導合同委員 会
24 日 附属 小学校春 の 遠 足
24～ 26 日 X 線間接撮影 （ 附 中， 附幼， 附小）
26 日 富 山 市 中 学校春季総合競技大 会
31 日 北 陸地区事務長会議 （ 於 富 山大学教育学部 ）
昭和47年度 全 国 国立大学教員 養成学部事務長 会
議運営委員 会 （ 於 県職員 会 館 ）
同点字削
4 月 1 日 第 1 回 教授会
第 l 回 教務委員 会
6 日 第 2 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
7 日 第 l 回 人事教授会
10 日 第 2 回 教務委 員 会
12 日 第 3 回 教授会
13 日 第 4 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
15 日 第 5 回 教授会
18 日 第 l 回学部職業補導委 員 会
24 日 第 3 回教務委 員 会
25 日 第 6 回 教授会
26 日 昭和46年度卒業生62名 卒 業
報 第 143号
5 月 4 日 第 l 回学部補導委員 会
10 日 第 7 回 教授会
第 2 回 人事教授会
第 4 回 教務委 員 会
昭和46年度卒業生87 名卒業
15 日 昭 和47年度前学期授業開始
第 2 回 学部補導委 員 会
17 日 第 8 回 教授会
19 日 X 線間接撮影
22 日 第 3 回 人 事教授会
第 2 回学部職業補導委員 会
23 日 第 9 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
l 薬 学 部l
4 月 1 日 教授会
1 1 日 入学式
12 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
教授会
17 日 前 期授業開始
19 日 教務委員 会
24 日 教 務委 員 会
26 日 教授会
28 日 第 2 回 事務改善委 員 会 第一部会
5 月 4 日 教授会
学部補導委員 会
1 1 ～ 12 日 全国， 国 ・ 公 ・ 私立薬学部長会議
（ 於 千葉大学 ）
13 日 昭和47 年 度 第 1 回 日 本学術会議地区会議
16 日 和 漢薬研究施設運営委員 会
X 線間接撮影
17 日 学部 ア イ ソ ト プ委員 会
18 日 共 同 利 用 研究施設装置管理運営 委 員 会
動物委員 会
22 日 予算委員 会
23 臼 教務委員 会
24 日 教授会
26 日 事務改善第一部会
30 日 和 漢薬研究施設運営委員会
工 学 部 1
4 月 l 日 一般教授会
専任教授会
12 日 一般教授 会
研究科委 員 会
《hu唱EA
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4 月 18 日 学部学生 （ 補導 ） 教 務 fr 同 委 員 会
5 月 10 日 X 線 間 接撮影
16 日 一般教授会
専任教授会
研究科委 員 会
18 日 学部学生 （ 補導 ） 委 員 会
24 日 一般教授会
専任教授会
研究科委 員 会
29 日 学部学生 （ 補 導 ） 委 員 会
II 劃 町民μ
4 月 4 日 事務改善委 員 会第二部会
10 日 教務， 補導 合 同 委員 会
教授会
1 1 日 補導委員 会
教務委 員 会
13 日 教養部 オ リ エ ン テ ー ン ヨ ン
1 4 日 教授会
1 7 日 教授会
1 9 日 教授会
24 - 27 日 各学科系列別懇 談 会
25 日 事務改善委員 会 第二部会
26 日 教授の み の 教授会
教伎会
5 月 8 日 補導委 員 会
9 日 事務改善委 員 会 第二郎会
10 日 学生大会 ス ト 解除
教授会
1 1 日 47年度授業開始
13 日 補導委員 会
17 日 教授会
17 ～ 1 9 日 昭和47年度 全 国 国 立大学教養 （ 学 ） 部長会議，
事務協議会 （ 1i'守 岡 山 大 f手 ）
23 日 教務委 員 会
24 日 教授会
II 附 属 図 書 館 ｜
4 月 14 日 事務打合せ会
28 日 中 央図書館新築起工式
5 月 9 ～ 10 日 第22 回 北 信 地 区 悶 立大学図書館協議会 （ 於
新潟大学 ）
1 1 日 事務打 合せ会
19 日 X 線間接撮影
報 第143号
22 日 一事務打合せ 会
30 日 事務打合せ 会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五福 3 1 9 0 
印 刷 所 株式会社 巧 す ノ＼己
富 山 市新桜町 2 - 22 
電話＠ 1 9 7 7 （代 〉
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